












要約:本年度の研究テーマは次の 2 つであった。①過去の妊娠・分娩・産褥に関係した因

子と現在の骨量を比較検討し、その中から骨粗鬆症の危険因子を見いだす。②妊娠・産褥

期の骨量および骨代謝パラメーターを測定し、妊娠・分娩・産褥の骨代謝に与える影響を

直接的に調べる。

前者からは、明らかに骨粗鬆症の危険因子と思われるものは見いだせなかった。後者から

は、産褥期の骨量低下傾向、骨形成と骨吸収亢進傾向がみられた。次年度は更に例数を増

加させて研究を発展させる必要がある。


